





































































































































































































































































































































































































































































































































































































どという（ 『練馬区史』 、一二九一頁） 。
この池には、水鳥やフナやコイも多く、水草類が八〇〇余種自生し、 〝みつかしわ〟 （リンドウ科の多年草）や〝しゃくじいたぬきも〟などは、
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Self-help （ 『自助論』 ）である。
“窩































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を知るにつれて、人間愛をまなぶよう なり、人を区別するこ なく、ありふ た人を愛するようになった。


































































































































































































































（８）国木 収二「独歩の生涯」 『趣味』 （第三巻第八号所収、明治
41・８）
（９）塩田良平「国木田 に及ぼしたワーヅワスの影響（一） 」 『 大正文学研究』 （第一八巻所収、昭和
31・１） 、二頁。
（
10）塩田良平「独歩とワーズワース」 『国文学
　
解釈と鑑賞
―
日本近代文学のゆがみ』所収、昭和
27・３） 、一六頁。
（
11） 『字画弁似』岡崎屋書店、明治
31・７
264（41）
武蔵野のおもかげ
（
12）宮崎八百吉著『第十二文豪
　
第四巻
　
ヲルヅヲルス』 （民友社出版、明治
26・
10） 、一四三頁。
（
13）本間久雄「国木田独歩とワーヅワース」 『英語研究』 （第四二巻第七号所収、昭和
28・７）
（
14） 『大分県史
　
地誌篇』 （大分県、平成元・３） 、六〇九頁。
（
15） 『図説
　
日本地理大系
　
九州１』 （小学館、昭和
36・８） 、三二八頁。
（
16） 『大分縣案内』 （大分縣知事官房、大正
15・３） 、三八頁。
（
17）
福田清人本多
　
浩
編著『国木田独歩
　
人と作品
16』 （清水書院、昭和
54・４） 、五二頁。
追記　
その他『家庭雑誌』に載ったワーズワース関連記事に、左記のものがある。原田俊孝編『日本におけるワーズワース文献』にないもの。
　
讃
　
美生
　「ヲルヅヲルスの詩神」 （明治
28・
10・
25）
　
三鷹子
　「オーヅオルスの詩『吾
わが
儕ともがら
七人』の面影」 （明治
29・４・
10）
